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LM6313
高速ハイパワーオペアンプ

VIP™はナショナルセミコンダクター社の商標です。

概要
　LM6313は高速、高電力のオペアンプです。このオペアンプは
35MHzの小信号帯域幅と250V/µsのスルーレートを特長としていま
す。開ループ帯域幅を調整するための補正端子を備えています。入力
段 (A1) 、および出力段 (A2) は端子出力が別々に引き出されているた
め、独立して使用することができます。オペアンプは低インピーダン
ス負荷をドライブできるように設計されており、±300mAの電流を取
り出すことが可能です。LM6313は過電流、および過熱保護回路を備
えており、異常状態ではエラー・フラグ端子が信号を出し異常を知らせ
ます。
　これらのアンプは、既存の高速NPNデバイスに対し真の相補になる
高速PNPトランジスタを形成するナショナルセミコンダクター社の
VIPTM (バーティカル・インテグレーテッドPNP) プロセス技術で製造
されています。この先進の接合分離プロセスにより、複雑かつ高価な
誘電体分離プロセスを使用しないで、高速性能を達成しています。

特長
■ 高スルーレート 250V/µs
■ 広帯域幅 35MHz
■ ピーク出力電流 ±300mA
■ 入力、および出力段の端子が別々に用意されている
■ 単一、または±両電源動作
■ 過熱保護回路
■ エラー・フラグで異常を警告
■ 広い電源電圧範囲 ±5V～±15V

アプリケーション
■ 高速ATEピン・ドライバ
■ データアクイシジョン
■ 容量性負荷ドライブ回路
■ フラッシュA-D用入力ドライバ
■ 精密 50Ω－75Ωビデオ・ライン・ドライバ
■ レーザ・ダイオード・ドライバ

Typical Application
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絶対最大定格 (Note 1)

全電源電圧 (＋VS～－VS) 36V (± 18)
A1差動入力電圧 (Note 2) ±7V
A1入力電圧  (V＋－ 0.7) ～ (V－－7V)
A2入力―出力間電圧 ±7V
A2入力電圧 ±VS

フラグ出力電圧 グランド～＋VS

グランドへの出力短絡  (Note 3)
保存温度範囲 －65℃≦T≦＋150℃

リード温度 (ハンダ付け、5秒) 260℃
ESD耐圧 (Note 4)
    ピン 10、および11 ±600V
    その他の全ピン ±1500V
動作温度範囲
    LM6313N 0℃～＋70℃
熱による定格値低減条件 (Note 5)
    θJA 40℃/W
    TJ (最大) 125℃

電気的特性

オペアンプのDC電気的特性
　特記のない限り、すべてのリミット値はTA ＝ 25℃、電源電圧はVS ＝ ±15Vです。太文字表記のリミット値は、温度範囲0℃～＋ 70℃で
適用されます。また、Fig.1に示すような回路構成でVCM ＝ 0V、RS ＝ 50Ωとします。
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電気的特性 (つづき)

オペアンプのAC電気的特性
　特記のない限り、すべてのリミット値はTA ＝ 25℃、電源電圧はVS ＝ ±15Vです。太文字表記のリミット値は、温度範囲0℃～＋ 70℃で
適用されます。また、Fig.1に示すような回路構成でVCM ＝ 0V、RS ＝ 50Ωとします。

A1のDC電気的特性
　特記のない限り、すべてのリミット値はTA ＝ 25℃、電源電圧はVS ＝ ±15Vです。太文字表記のリミット値は、温度範囲0℃～＋ 70℃で
適用されます。VCM ＝ 0V、RS ＝ 50Ωです。

A1のAC電気的特性
　特記のない限り、すべてのリミット値はTA ＝ 25℃、電源電圧はVS ＝ ±15Vです。太文字表記のリミット値は、温度範囲0℃～＋ 70℃で
適用されます。RS ＝ 50Ωです。

Note 1：絶対最大定格とは、ICに破壊が発生する可能性のあるリミット値をいいます。この規格を超えて動作させている ICには、DC特性・
AC特性のいずれの規格も適用されません。

Note 2：最適のAC性能を達成するため、入力段は保護用クランプなしで設計されています。最大差動入力電圧を超えると、入力トランジスタ
の1つのベース -エミッタ接合部で逆降状を生じます。入力パラメータの性能低下 (特に、VOS、IOS、およびノイズ) は、外部的に制
限される降状電流のレベルと降状条件の累積された持続時間に比例します。

Note 3：温度上昇時においてA1を連続短絡で動作させると、最大許容接合部温度125℃を超える結果になります。A2は保護回路として電流
制限、および過熱保護回路を備えています。このデバイスは、出力の電源に対する短絡では損傷を受けます。

Note 4：使用した試験回路は、人体モデルに基づき、直列抵抗1,500Ωと100pFのコンデンサから成る回路を使用し、各端子に放電させます。
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電気的特性 (つづき)

A2のDC電気的特性
　特記のない限り、すべてのリミット値はTA ＝ 25℃、電源電圧はVS ＝ ±15Vです。太文字表記のリミット値は、温度範囲0℃～＋ 70℃で
適用されます。RS ＝ 50Ωです。

A2のAC電気的特性
　特記のない限り、すべてのリミット値はTA ＝ 25℃、電源電圧はVS ＝ ±15Vです。太文字表記のリミット値は、温度範囲0℃～＋ 70℃で
適用されます。RS ＝ 50Ωです。

追加の (A2) 電気的特性
　特記のない限り、すべてのリミット値はTA ＝ 25℃、電源電圧はVS ＝ ±15Vです。太文字表記のリミット値は、温度範囲0℃～＋ 70℃で
適用されます。

Note 5：温度上昇時の動作では、TJ≦125℃を確保できるようにデバイスを低減し使用してください。TJ ＝ TA＋ (PD× θJA) です。PCBに実
装されたNパッケージに対するθJAは、ピン4、5、12および13を総計2インチ平方の銅はくパターンにハンダ付けする場合で、40℃/W
です。

Note 6：±5V間で測定します。
Note 7：VIN ＝ ±9Vステップ電圧を入力し、出力±5V間で測定します。
Note 8：エラー・フラグは、電流制限、または過熱保護の間設定されます。このフラグはオープン・コレクタで、電流制限、または過熱保護の状

態ではLowになります。
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Typical Performance Characteristics Op Amp
　（特記のない限り、TA＝25℃、VS＝±15V、RL＝10kΩ）
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Typical Performance Characteristics A1 Only
　（特記のない限り、TA＝25℃、VS＝±15V、RL＝10kΩ）

Typical Performance Characteristics A2 Only
　（特記のない限り、TA＝25℃、VS＝±15V）
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　LM6313は高速、高電力オペアンプで、50Ω、および 75Ωケーブル
のような低インピーダンス負荷をドライブするように設計されていま
す。このアンプは、標準の低コスト、16ピンDIPで供給され、バック
終端処理されたビデオ・ケーブルを 10Vp-pでドライブできます。
LM6313の補正強化能力により、従来は極めて高価なハイブリッド・デ
バイスでのみ可能であった帯域幅において、あらゆるサイズの容量性
負荷をドライブすることができます。
　LM6313は高い周波数において低インピーダンスドライブを必要と
する、高速フラッシュA/D変換器をドライブするのに適しています。
1MHzにてバッファとして使用すると、LM6313の出力インピーダン
スは 0.1Ω以下です。このように出力インピーダンスが極めて低いた
め、LM6313の出力に直列に特性インピーダンスを置くだけで、ケー
ブルを正確にバック終端処理できます。

過電圧保護
　LM6313を±5V以上の電源電圧で動作させている場合には、出力
段トランジスタを損傷する恐れがあります。電源電圧が高いときに、
出力が短絡されるか、または過大な電力消費が出力段をシャットダウ
ンさせる原因である場合には、A2の最大入出力電圧を超えることがあ
ります。これは、出力がグランド電位である間に、入力段が出力をドラ
イブしようとするときに発生します。この状態が発生しないようにす
る簡単な解決策は、出力段の周囲にダイオードを配置することです。
(Fig. 4参照) 。これによって最大差動電圧を約 1.3Vに制限します。
1N914、または1N4148などのどんな信号ダイオードでも十分です。

ヒート・シンク
　50Ωのような低インピーダンス負荷をドライブし、そして±15V電
源で動作しているときには、LM6313の内部電力消費は3W以上に上
昇することがあります。熱保護回路が働いてシステムをシャットダウ
ンさせる原因となるチップの加熱を防止するために、次のガイドライ
ンを尊守してください。
1. 電源電圧を下げてください。LM6313は、±5V電源では出力電圧
スイングを除き性能にほとんど影響を及ぼすことなく動作します。
これによって、10Ω、またはその近辺の負荷に対して過熱に注意を
払う必要のないレベルにまで、消費電力を低減します。

2. 40℃/WのθJAを得るため、少なくとも0.100インチ (2.54mm) 幅で、
その合計面積が最低2平方インチ (5.08cm) となる銅はくのパター
ンに、ピン4、5、12、および13をハンダ付けしてください。これら
4つのピンはチップの裏面に接続されており、動作時にはV－にな
ります。これらのピンは、もしピン3が同じ箇所に接続されていな
い場合には、V－として使用してはいけません。

電源のデバイス
　低インピーダンス負荷をドライブするには、大電流を必要とするた
め、ICの電源のバイパスはできるだけI.C.に近い箇所で行なうことが
重要です。50MHzでは、数インチの配線、または回路トレースで20Ω
～ 30Ωの誘導性リアクタンスをもちます。このインダクタンスが
0.1µFのバイパス・コンデンサと直列になって現われると、1MHzから
2MHzで共振し、より高い周波数においてはちょうど誘導器のように
なります。各電源からグランドに対し、LM6313の電源端子にできる
だけ近づけて、0.1µFと10µFから15µFのコンデンサを並列に接続す
れば最良の性能が得られます。

補正コンデンサの選定
　補正端子、ピン15は、安定性の問題なしに、任意の閉ループ利得に
おいて、任意の負荷をドライブ可能にします。多くの場合、利得が1、
またはそれ以上で負荷が抵抗性の場合、補正コンデンサは必要ありま
せん。ユニティ・ゲインでの使用、または誘導性負荷をドライブすると
きには、5pFから 20pFの小さいコンデンサが最適な性能を保証しま
す。補正コンデンサの最適値を決定する簡単な方法は、ピン15とグラ
ンド間に一時的にトリマ・コンデンサ (2pFから15pFの標準的な値) を
接続し、方形波で入力をドライブしながら出力においてオーバシュー
トがほんの少し残るか、あるいはオーバシュートがなくなるようにそ
のトリマ・コンデンサを調整します。
　もし、実際の負荷容量が分かっていれば、その値を選定するのに
Typical Performance Characteristicsのグラフ“Gainbandwith and Phase
Margin VS. Load Capacity”を使用することができます。

ビデオ・ケーブル・ドライバ
　LM6313は、50Ωまたは75Ωケーブルをドライブするのに最適です。
終端処理に含まれる損失を補正するために、個別の利得段を必要とす
るバッファとは異なり、LM6313は伝送ラインを終端処理するときに、
利得を“1＋ライン損失”に設定することができます。もし、バック -
終端処理が必要な場合には、出力に直列にライン・インピーダンスを加
え、利得を“2＋予想されるライン損失”にまで上げれば、0dB損失の
システムを構築することができます。Fig. 5にライン損失の補正を含
むバック、および終端処理を施したビデオ・システムを示します。
LM6313は電源電圧の変動に対して優れた安定性を備えているため、
非安定化電源でも動作可能です。電源電圧が±5Vから±15Vの範囲
で変動するときの位相変移 (フェーズシフト) における標準的な変化
は、10MHzにおいて 3°以下です。

アプリケーション・ヒント
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アプリケーション・ヒント (つづき)

レーザ・ダイオード変調器
　Fig. 6は、最小限の部品によって構成されるCWレーザ・ダイオード
用ビデオ変調器の例です。この例では、200mAでダイオードをバイア
スし、信号の 1V (1V/Signal) 当たり±200mAの割合で電流を変調し
ます。もし消費電力を低減させる必要により、±5Vの電源電圧で使用
する場合は、R2を5kΩに、R4を15Ωに変えてください。

容量負荷のドライブ
　Fig. 7はLM6313の能力を示すための回路で、従来のモノリシック・
オペアンプでは不可能であった速度で容量性負荷をドライブしていま
す。

　Photo 1では、CLは1,000pFです。LM6313は－5Vから＋5Vの変
化に対しては、250V/µsです。そのためには、オペアンプは負荷に電流
450mAを供給し、安定動作を維持することが必要です。

　Photo 2では、CLを1µFに変更しています。これらの条件下では、オ
ペアンプは電流制限されます。ここでは、電流は内部的に約±400mA
に制限されています。スルーイングの終わりで、迅速かつ完全に正常
動作に復帰している点に注目してください。
　



LM
63

13
　
高
速
ハ
イ
パ
ワ
ー
オ
ペ
ア
ン
プ

　本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。また掲載内容
は予告無く変更されることがありますのでご了承下さい。

生命維持装置への使用について
　弊社の製品はナショナル　セミコンダクター社の書面による許可なくしては、生命維持用の装置またはシステム内の重要な部品として使用
することはできません。

1. 生命維持用の装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用さ
れることを意図されたもの、または（b）生命を維持あるいは支持す
るものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用
された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与えると予想
されるものをいいます。

2. 重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべ
ての部品をいい、これの不具合が生命維持用の装置またはシステム
の不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが
予想されるものをいいます。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本　社／〒 135-0042　東京都江東区木場 2-17-16　TEL.(03)5639-7300

製品に関するお問い合わせはカスタマ・レスポン
ス・センタのフリーダイヤルまでご連絡ください。

フリーダイヤル�

0120-666-116
ち
き
ゅう
にやさしい

みどりをまも
る
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http://www.nsjk.co.jp/


